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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 群馬県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 前橋市立敷島小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４
２２

児童数 ５３ ５６ ６６ ６４ ７２ ６２ ６ ３７９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎・基本を身に付け、自ら学び自ら考える児童の育成
― 教科担任制などを取り入れた協力的な指導体制の工夫 ―

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○１、２年生・生活科、学級活動（学習ボランティア）
一人一人の児童に即して、きめ細かで豊かな体験を支援できるため。

○１、２年生・算数（高学年教師とのＴＴ指導）
操作活動など、個に応じてきめ細な指導が可能となり、基礎基本の確実な定着
が期待できるため。

○３年生・算数（少人数担当とのＴＴ指導）
子どもの理解度に差が出やすい教科や学年であるため、きめ細かな指導で基礎
基本の確実な定着を支援できるようにするため。

○３、４年生・総合（低学年教師とのＴＴ指導）
自然体験や社会体験など、主体的で多様な活動を多面的に支援するため。

○４、５、６年生・算数（少人数指導）
学習内容の習熟の程度や興味・関心に基づく課題選択による小集団学習が可能
なため。

○５、６年生（国語を除く教科担任制）
教師の専門性や得意分野を生かし、深い教材研究と多様な活動への対応力で、
個に応じた指導の充実が可能。

○５、６年生・総合（専科教師とのＴＴ指導）
自然体験や社会体験など、主体的で多様な活動を多面的に支援するため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○テーマ 基礎・基本を身に付け、自ら学び自ら考える児童の育成
成 ～教科担任制を取り入れた指導体制の工夫～

○研究の見通し14
度 教育ボランティアや少人数指導、教科担任制などの協力的な指導体制を工

夫して個に応じたきめ細かな指導をすれば、児童一人一人が基礎的・基本的
な内容を確実に身に付け 「確かな学力」の向上が図れるであろう。、
○研究内容・方法
＜内容＞
・保護者やｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰを招いた学習指導を取り入れたり、少人数学習集団に

、 、よる指導や教科担任制による指導を積極的に試行したりして 習熟度別指導
課題別学習指導、発展的な学習の指導、興味・関心を重視した指導などを創
意工夫することにより、基礎的・基本的な教育内容の確実な定着と、個性を
生かす教育の推進によるきめ細かで個に応じた積極的な指導の展開を図って
いく。
＜方法＞協同的な指導体制の工夫
①低学年における教育ボランティアの取り組み
・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰや保護者など多くの人との関わりによる教育ボランティアを積
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極的に行えば、児童一人一人の豊かな体験活動や学習活動をきめ細かく支援
することが可能となるであろう。
②中学年におけるティーム・ティーチングの取り組み
・児童の発達段階や実態を考慮して、つまずきや見落とし等理解に格差が生
じやすい時期の児童に、担任と指導担当で協力してきめ細かな支援にあたれ
ば、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れるであろう。
③中学年・高学年における少人数指導の取り組み
・習熟の程度や興味・関心に基づく課題に応じた少人数指導を行えば、児童
人一人の学習意欲の向上を図り、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れ
るであろう。
・少人数編成による自己コース選択を積み重ねていけば、自己を客観的に評
価する目が育ち、個性を伸ばす自己評価力の育成につながるだろう。
④高学年による教科担任制の試行
・教師の専門性を生かすことにより、教材研究が一層充実し、各教科におけ
る基礎的・基本的な内容を確実に身に付けるための具体的な指導方法が工夫
できるであろう。
・複数の教師による多面的な評価を生かしたきめ細かな指導が可能となり、
基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れるであろう。

平 ○テーマ 基礎・基本を身に付け、自ら学び自ら考える児童の育成
成 ～教科担任制などを取り入れた協力的な指導体制の工夫～

○研究の見通し15
年 学習ボランティアや少人数指導、教科担任制などの協力的な指導体制を工
度 夫して個に応じたきめ細かな指導をすれば、児童一人一人が基礎的・基本的

な内容を確実に身に付け 「確かな学力」の向上が図れるであろう。、
○研究内容・方法
＜内容＞
・学習ボランティアやｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰを招いた協力的な指導を取り入れたり、少
人数指導や教科担任制による指導などを工夫したりして、習熟度別指導、課
題別指導、発展的な学習の指導、興味・関心を重視した指導などを創意工夫
することにより、基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と、個性を生かす
教育の推進によるきめ細かで個に応じた積極的な指導の展開を図っていく。
＜方法＞協同的な指導体制の工夫
①低学年における学習ボランティアの取り組み
・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰや地域の専門家・保護者など、多くの人との関わりによる学習
ボランティアを積極的に行えば、児童一人一人の豊かな体験活動や学習活動
をきめ細かく支援することが可能となるであろう。
②中学年におけるティーム・ティーチングの取り組み
・児童の発達段階や実態を考慮して、つまずきや見落とし等理解に格差が生
じやすい時期の児童に、担任と教科担当で協力してきめ細かな支援にあたれ
ば、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れるであろう。
③中学年・高学年における少人数指導の取り組み
・習熟の程度や興味・関心に基づく課題に応じた少人数指導を行えば、児童
人一人の学習意欲の向上を図り、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れ
るであろう。
・少人数編成による自己コース選択を積み重ねていけば、自己を客観的に評
価する力が育ち、自己評価力の育成につながるだろう。
④高学年による教科担任制の試行
・教師の専門性を生かすことにより、教材研究が一層充実し、各教科におけ
る基礎的・基本的な内容を確実に身に付けるための具体的な指導方法が工夫
できるであろう。

、・複数の教師による多面的な評価を生かした積極的な児童理解が可能となり
児童一人一人に応じた指導の充実が図れるであろう。

平 ○テーマ 基礎・基本を身に付け、自ら学び自ら考える児童の育成
成 ～教科担任制などを取り入れた協力的な指導体制の工夫～

○研究の見通し16
年 学習ボランティアや少人数指導、教科担任制などの協力的な指導体制を工
度 夫して個に応じたきめ細かな指導をすれば、児童一人一人が基礎的・基本的

な内容を確実に身に付け 「確かな学力」の向上が図れるであろう。、
○研究内容・方法
＜内容＞
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・学習ボランティアやｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰを招いた協力的な指導を取り入れたり、少
人数指導や教科担任制による指導などを工夫したりして、習熟度別指導、課
題別指導、発展的な学習の指導、興味・関心を重視した指導などを創意工夫
することにより、基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と、個性を生かす
教育の推進によるきめ細かで個に応じた積極的な指導の展開を図っていく。
＜方法＞協同的な指導体制の工夫
①低学年における学習ボランティアの取り組み
・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰや地域の専門家・保護者など、多くの人との関わりによる学習
ボランティアを積極的に行えば、児童一人一人の豊かな体験活動や学習活動
をきめ細かく支援することが可能となるであろう。
②中学年におけるティーム・ティーチングの取り組み
・児童の発達段階や実態を考慮して、つまずきや見落とし等理解に格差が生
じやすい時期の児童に、担任と教科担当で協力してきめ細かな支援にあたれ
ば、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れるであろう。
③中学年・高学年における少人数指導の取り組み
・習熟の程度や興味・関心に基づく課題に応じた少人数指導を行えば、児童
人一人の学習意欲の向上を図り、基礎的・基本的な内容の確実な定着が図れ
るであろう。
・少人数編成による自己コース選択を積み重ねていけば、自己を客観的に評
価する力が育ち、自己評価力の育成につながるだろう。
④高学年による教科担任制の試行
・教師の専門性を生かすことにより、教材研究が一層充実し、各教科におけ
る基礎的・基本的な内容を確実に身に付けるための具体的な指導方法が工夫
できるであろう。

、・複数の教師による多面的な評価を生かした積極的な児童理解が可能となり
児童一人一人に応じた指導の充実が図れるであろう。

( ) 研究推進体制3

低学年部会
学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ｹﾞｽ
ﾄﾃｨｰﾁｬｰとのＴＴ

中学年部会
指導体制 ＴＴ・少人数指導
研究部

高学年部会
研修企画委員会 少人数指導・教科

校長、教頭、教務、 全体会 担任制の試行
研修主任、ﾌﾛﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰ 全職員
各研究部会部長

資料調査部会
ｱﾝｹｰﾄの実施、分析
学習規律ﾘｰﾌﾚｯﾄ
「ふれあいタイム」

研究開発部 学力向上
教務、研修主任 研究部
ﾌﾛﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰ 学力評価部会
研究開発部長 学力テストの分析

・教育課程、校時表 評価問題の作成
時間割作成 「ふれあいタイム」
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○成果
・児童一人一人に基礎的・基本的な内容を確実に定着させ、主体的に学ぶ児童の
育成を目指して、個に応じた学習指導の充実を図る観点から、協力的な指導体制

ティームティの在り方を研究してきた。学習ボランティアやＧＴ(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ)とのＴＴ(
)、全校体制による教師同士のＴＴ、算数科におけるＴＴ指導や習熟度別の少ーチング

人数指導、高学年の教科担任制など実践的研究を通して、児童の興味・関心を高
め、学習意欲の向上を図り、個に応じたきめ細かな指導に取り組んできた。
○学力テストの分析データ
①ＴＴ指導の例（４年算数：３年時のＴＴ指導と２年時の担任指導との比較）
※数値は、全国の得点率の平均を としたときの、本校の得点率を表す。100

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比総合 関心 思考 表処 知理

100 96 101 98 102３年

103 3 98 2 109 7 100 2 103 0４年

（ ）②教科担任制の例 ６年理科：４年時の担任指導と５年時の理科専科指導の比較

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比総合 関心 思考 表処 知理

95 111 95 102 88５年

109 14 104 7 105 11 106 4 115 27６年 －

２．今後の課題

○少人数指導、教科担任制、ＴＴ等の指導体制では、複数の教師による情報の共
有化、共通理解がとても重要になる。児童理解、教材研究、学習進度など、共通
理解を十分に図れるような時間や場の確保が課題である。
○児童の発達段階、教科の特性、教職員の専門性、家庭・地域の実態などを踏ま
え、本校目指す児童像にせまるために、どのような協力的な指導体制が可能なの
か考えていく必要がある。また、指導体制を整えるだけでなく、指導法の工夫、
授業改善を目指し児童に生きる本質的な研修を推進していくことが重要である。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

①教研式標準学力検査（ＣＲＴ）
・２年生から６年生までの全児童を対象（２・３年は国・数、４年以上は国・
社・算・理)

・４月下旬に実施（夏季休業中に、自作ソフトで分析・考察）
・個や学級集団に応じて、学習指導に生かし、基礎学力の向上を目指す

②指導体制の工夫に関わる保護者、児童の意識調査（４月下旬に実施）
・１年（ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ・ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ、保護者 ・３年（ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ、保護者））
・４年（少人数指導、保護者・児童 ・５年（教科担任制、保護者・児童））

③三中地区の生活・学習アンケート（１学期中に実施、全校児童・保護者）
・家庭・地域への啓発活動(ﾘｰﾌﾚｯﾄ)に生かし、より良い学習や生活環境づくり
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Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１ 研究会、説明会等
①第１回群馬県学力向上フロンティア事業推進協議会
（ 、 、 、５月１５日 群馬県庁舎 平成１５年度学力向上フロンティア事業の取り組み
各フロンティアスクール校長・各地区代表校長・県教育委員会指導主事等）

②第１回学力向上フロンティア研究会
（６月１１日、敷島小学校、２年学級活動「好きな本を見つけよう」校内ＴＴ指

、 「 」 、 、 、導 ３年算数 わり算 課題別コース学習 市教委指導主事 藤岡第一小学校
佐波東小学校、岩神小学校、第三中学校）

③第１回群馬県学力向上フロンティアティーチャー研修会
（ 、 、 、６月２７日 群馬県庁舎 県フロンティアスクール３１校の今年度の取り組み
各フロンティアティーチャー・県教委・市町村教育委員会指導主事等）

④第１回群馬県学力向上フロンティア事業中部地区協議会
（７月１日、前橋合同庁舎、フロンティアスクールの今年度の取り組み、各フロ
ンティアスクール校長、 会長・郡市小中学校長会長・県教委・市町村教育PTA
委員会指導主事等）

⑤第２回群馬県学力向上フロンティア事業推進協議会
（８月２６日、群馬県庁舎、フロンティアスクールの今年度の取り組み、各フロ
ンティアスクール校長・県教育委員会指導主事等）

⑥第２回学力向上フロンティア研究会（中部管内公開）
（１１月６日、敷島小学校、４年算数「わり算の筆算( )」少人数指導、６年社会2
「戦争を体験した人々のくらし」教科担任、県教委・市教委指導主事、県外小学
校・中部管内小中学校、１２０余名参加）

⑦第２回群馬県学力向上フロンティア事業中部地区協議会
（１２月１０日、前橋合同庁舎、フロンティアスクールの今年度の成果と課題、
各フロンティアスクール校長、 会長・郡市小中学校長会長・県教委・市町PTA
村教育委員会指導主事等）

⑧第３回群馬県学力向上フロンティア事業推進協議会
（１月２０日、群馬県庁舎、フロンティアスクールの今年度の成果と課題、各フ
ロンティアスクールティーチャー、校長 ・県教育委員会指導主事等）、

⑨第３回学力向上フロンティア研究会
（２月９日、敷島小学校、１年算数「２０より大きい数」校内ＴＴ指導、５年社
会「私たちの国土と環境」教科担任、市教委指導主事、岩神小学校、第三中学
校）

２ 研究成果の普及
①研究視察、 ６月２０日、群馬郡榛名町立第六小学校、教諭５名
②研究視察、 ７月１１日、茨城県水海道市校長会、校長１３名
③研究報告、１０月２１日、まえばし・学校教育・夢プラン実践委員会
④研究視察、１１月１３日、千葉県白井市教育研究会、校長・教諭１５名
⑤研究視察、 ２月 ６日、沼田市小中学校教頭会、教頭１４名、指導主事１名
３ 作成等HP
① （前橋市立敷島小学校ホームページ）に掲載http:www.shikishima-es.menet.ed.jp/

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
■１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導
■ 教科担任制(高学年) その他

【研究教科】 国語 社会 ■算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 ■ 無
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